
井の頭線
（5分）

京王線
（8分）

井の頭線（10分）

のりかえ

井の頭線（13分）

徒歩
（7分）

高
千
穂
大
学

西永福 明大前

吉祥寺

新宿

渋谷

●中央線

●山手線　●埼京線
●中央線　●総武線
●地下鉄丸ノ内線

●山手線
●東急田園都市線
●東横線
●地下鉄銀座線
●地下鉄半蔵門線

■山手線・新宿駅または渋谷駅から西永福駅（井の頭線）まで13分   （新宿駅からの場合は、明大前のりかえ）
■中央線・吉祥寺駅から西永福駅（井の頭線）まで10分
■西永福駅から本学まで徒歩7分

ACCESS

9号館4号館

1号館

守衛所

5号館

2号館

弓道場

3号館

新体育館・7号館

学風の碑

幼稚園舎

勧学の碑

セントラルスクエア

武道場
（杉並区指定有形文化財）

正門

MAP

本学は、平成5年（1993）に大学基準協会の正会員となり、平成
15年（2003）に相互評価を受け適合、さらに平成22年（2010）
に全大学に対し義務付けられている認証評価を受審いたしました。
その結果、本学は、理念・目的の実現に向けた改善・改革の努力を
実践し、大学としてふさわしい教育・研究の要件を備えている大学
として、同協会の大学基準に適合していることを認定されました。
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五
つ
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い
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は
、
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T
・
A
I
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・

B
lockchain

・A
I Speaker
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で
あ

る
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。

I
o
T
と
はInternet of Things

の
略
で
、

こ
の
地
球
上
に
あ
る
す
べ
て
の「
も
の（
家

電
・
自
動
車
・
工
場
の
機
械
な
ど
）」
に
取
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付
け
ら
れ
て
い
る
セ
ン
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得
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種
情
報
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ラ
ウ
ド
上
に
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ッ
プ
ロ
ー
ド

し
、
そ
れ
ら
を
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ラ
ウ
ド
上
で
処
理
し
、
そ

の
結
果
を
今
度
は
逆
に
す
べ
て
の「
も
の
」

に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
と
、
い
ろ
い
ろ
と

ご
利
益
が
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

A
I
のD

eep Learning

は
日
本
の
福
島

博
士
が
考
案
し
たN

eocognitron

に
端
を

発
し
、
多
層
の
ニ
ュ
ー
ラ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
使
っ
て
い
る
こ
と
に
特
徴
が
あ
り
ま
す
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画
像
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識
・
音
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識
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ど
で
、
顕
著
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効

果
が
あ
る
A
I
で
す
。

B
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の
特
徴
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型
台
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あ
り
ま
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台
帳
の
不
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竄
を
防
ぐ
機
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わ
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で
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想
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貨
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複
雑
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貿
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決
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ど
の
シ
ス
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が
間
も
な
く
稼
働
す
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で
す
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I
ス
ピ
ー
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I
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搭
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し
た

ス
ピ
ー
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ー
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。
す
で
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販
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い
て
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ア
ッ
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ル
で
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な
く
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語
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販
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が
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定
さ
れ
て
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像
処
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プ
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す
が
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こ
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転
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る
と
、
た
と
え
ば
自
動
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転
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な
ど
で
使
う
こ
と
が
で
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ま
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こ
れ
ら
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T
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要
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す
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は
、
経
営
学
部
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報
コ
ー
ス
科
目
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各
学
部
基
礎
科
目
の
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択
必
修
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報
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履
修
す
る
と
よ
い
で
し
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う
。
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高千穂大生の夏の 
キャンパスライフ

特集

大学生の夏休みは約2ヵ月！あり、それぞれが自分の夢や目標に向かって時間を
費やすことができる大切な時期です。今回は高千穂大生のオンとして、この夏休
みに頑張ることを聞いてみました。それぞれの目指すものは異なりますが、すで
にみんな動き始めています！
また、全力で頑張った後は、高千穂大学は東京の真ん中にある杉並に位置してい
るため、自分が楽しめることや好きな場所・イベントにも参加でき、大学生活をよ
り充実させることができます。高千穂大学生のオフとして、東京で過ごす高千穂
大生のリアル・キャンパスライフもご紹介します。

と

オン

オフ

人間科学部　社会・ライフデザインコース　2年
東京都私立日本女子体育大学附属二階堂高等学校出身
吉原ゼミ

朝井 里奈

（写真左）

（写真中）

（写真右） 商学部　商学科　1年
東京都立千歳丘高等学校出身
西山ゼミ

大木 元太

人間科学部　社会・ライフデザインコース　2年
東京都立武蔵村山高等学校出身
吉原ゼミ

大瀧 優里香

キャンパスライフを紹介します！
みなさん、ぜひ参考にしてみて

ください！！
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今年度のインター大会は育児休業制度の普及、男性の育児参加による育児方法
の変化、障碍者の雇用について研究している3班で出場します。班員同士で切
磋琢磨し、前年度先輩たちが残してくれた以上の結果を残したいと思っていま
す。加えて、私たちの研究成果が、困窮する人達にとって、少しでも役に立てる
ものになればと考えています。

2つのイベントに向けて活動を行います。まず、9月には学外のライブハウスで
定期ライブがあり、これから曲を決めて練習をしていきます。また、10月に行
われる高千穂祭は最もサークルとしての活動をアピールできる場所です。高千
穂祭の来場者の方々が楽しめるような、ライブをみんなで作り上げて行きたい
と考えています。

新しく1年生が加わり、また六月祭も無事終了したため、ひと息つきたい時期で
すが、これからは高千穂祭に向けての練習を始めます。夏の目標は、部員全員
のスキルアップ。基礎練習をしっかりやり、これまで以上にスキルをあげたい
です。そして、昨年の高千穂祭では部員全員で舞台に立てなかったので、今年
は全員でパフォーマンスをしたいです。

今年度の中山ゼミは、オペレーションズエンジニアリングの考え方に基づい
たサービス業の業務改善を主軸に、4つのテーマに取り組んでいます。どの
テーマも現場での情報収集が必要となりますので、夏休みには実際の現場に
て春学期に学んだ理論を実践して、情報を収集し、ゼミナール発表会に備えて
いきます。

私達は10月20日（金）から3日間行う高千穂祭に向けて活動しています。今年
は新企画として1号館3階を使った脱出ゲームを行います！他にも新しいこと
に沢山挑戦します。これらをしっかりと形にし、ワクワク感を届けられるよう、
夏休みは各企画の準備、パンフレットや装飾物の作成を行います！ぜひ、高千
穂祭に遊びに来てください！！

皆さん、ゼミのPR文集やゼミナール発表会を告知した大看板をご覧になった
ことはありますよね？多くの方々が目にしますので、より良い物にするために
試行錯誤しながら、この夏に作成し、充実した活動の日々にしたいと考えてい
ます。また、ゼミナール連合本部は新役員を大募集しています。入部希望の方
は気軽にゼミ連室にお越しください。

私はオープンキャンパスで受付やキャンパスツアーを担当しています。受付で
は笑顔で出迎え、高校生や保護者の方々が安心して参加できるように、案内や
サポートをすることを心がけています。また、キャンパスツアーでは高校生が
高千穂大学で勉学に励んでいるイメージをしてもらいやすいように、より具体
的な説明をして頑張りたいと思います！

大会に向けて
研究を深めていきます！

ライブや
高千穂祭に向けて
個人＆バンド練習

夏休みに
現場調査を行います！

各企画の準備と
パンフレット・装飾物の

作成を行います！

PR文集や大看板を
作成します！

未来の後輩に
なってもらうために

頑張ります！

この夏頑張る
高千穂大生！

日本学生経済
ゼミナール大会
（インター大会）

部活・サークル

ゼミナール高千穂祭
実行委員会

ゼミナール連合オープンキャンパス
学生スタッフ

2つのイベントに向けて活動を行います。まず、9月には学外のライブハウスで
定期ライブがあり、これから曲を決めて練習をしていきます。また、10月に行
われる高千穂祭は最もサークルとしての活動をアピールできる場所です。高千
穂祭の来場者の方々が楽しめるような、ライブをみんなで作り上げて行きたい
と考えています。

新しく1年生が加わり、また六月祭も無事終了したため、ひと息つきたい時期で
すが、これからは高千穂祭に向けての練習を始めます。夏の目標は、部員全員
のスキルアップ。基礎練習をしっかりやり、これまで以上にスキルをあげたい
です。そして、昨年の高千穂祭では部員全員で舞台に立てなかったので、今年
は全員でパフォーマンスをしたいです。

皆さん、ゼミのPR文集やゼミナール発表会を告知した大看板をご覧になった
ことはありますよね？多くの方々が目にしますので、より良い物にするために
試行錯誤しながら、この夏に作成し、充実した活動の日々にしたいと考えてい
ます。また、ゼミナール連合本部は新役員を大募集しています。入部希望の方
は気軽にゼミ連室にお越しください。

私達は10月20日（金）から3日間行う高千穂祭に向けて活動しています。今年
は新企画として1号館3階を使った脱出ゲームを行います！他にも新しいこと
に沢山挑戦します。これらをしっかりと形にし、ワクワク感を届けられるよう、
夏休みは各企画の準備、パンフレットや装飾物の作成を行います！ぜひ、高千
穂祭に遊びに来てください！！

春学期のテスト期間が終了すると、それぞれ夏休みが始まります。
夏休みだからといって、のんびりすることはできません。
高千穂大生もそれぞれの夢や目標に向かって勉強、研究、
練習などがあります。
この夏頑張る高千穂大学生を紹介します。

春学期のテスト期間が終了すると、それぞれ夏休みが始まります。

人間科学部　人間科学専攻　3年
東京都私立八王子学園八王子高等学校出身
迫ゼミ

高山 真一

商学部　マーケティングコース　3年
新潟県立新潟商業高等学校出身
嘉瀬ゼミ、軽音楽研究会

德嵩 華子

人間科学部　社会・ライフデザインコース　2年
神奈川県立大師高等学校出身
齋藤ゼミ、ダンス愛好会

鈴木 優

経営学部　企業経営コース　3年
千葉県立国分高等学校出身
中山ゼミ、軟式野球愛好会

内山 大地

人間科学部　人間科学専攻　3年
福島県立いわき総合高等学校出身
吉原ゼミ、高千穂祭実行委員会

木口 絵美子

経営学部　経営法務コース　3年
神奈川県立平塚商業高等学校出身
村上ゼミ

佐藤 和香

経営学部　起業・事業承継コース　4年
新潟県立新潟商業高等学校出身
加藤ゼミ、バドミントン愛好会

竹内 香保里

個人のスキル
アップが団体全体
を躍動させる！

個人のスキル
アップが団体全体
を躍動させる！

オン

と

キャンパスライフ

キャンパスライフ!

この夏、一緒に
頑張ろう！

高千穂大学

軽音楽
研究会

ダンス
愛好会
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僕らの私たちの

高千穂大生の東京 キャンパスライフ！

キャンパスライフ!
高千穂大学

東京は文化の発信地で最新のファッション、おしゃれな
スポット、レストランそしてイベントなどが次々に生まれ、
多くの人たちを魅了しています。高千穂大生が東京のキャ
ンパスライフのオフの過ごし方をみなさんにご紹介します。

ここが
いいよ
東京！

杉並は東京の中心！
どこに行くのも便利！！

商学部　会計コース　3年
茨城県私立つくば開成高等学校出身
嘉瀬ゼミ、高千穂祭実行委員会

室川 央伽

The SHEL’TTER TOKYOは、トレ
ンドのファッションブランドからベー
シックなものまで扱うセレクトショッ
プです。私はMOUSSYやSLYなどを
チェックしています！また、ZARAは、
流行りの色と形が一目で分かり、とっ
ても可愛いのに値段も安いです！

最新ファッションは
ここでチェック！

1つの店でたくさんのブランドが見れますよ！

週末よりも平日に行くのがオススメ☆

ファッション

経営学部　経営法務コース　3年
東京都私立田園調布学園高等部出身
渡辺ゼミ

北野 望

チェルシーガーデンは西永福と永
福の間にあり、素敵なアンティーク
ショップが併設された和やかな空
間で、ゆったりとお茶を楽しめます。
また、大宮八幡宮は東京の中心にあ
る神社で、大学に隣接し年末年始・春
や秋のお祭りも行われています。

西永福はくつろげる
スポットがたくさんあります

チェルシーガーデンの手作りアップルパイがオススメ。

大宮八幡宮の広い境内はちょっとした
お散歩にも最適です。

西永福

人間科学部　社会・ライフデザインコース　2年
東京都立農芸高等学校出身
齋藤ゼミ

西井 美帆

氷屋ぴぃすはSNS映え間違いなしの
キュートなかき氷が食べられます！
かき氷はふわふわ＆シロップもたっ
ぷり！あと、吉祥寺ハモニカ横丁の
細路地にある和菓子屋さんの天音。
私が好きなのは甘めの餡が美味しい
羽根つきのたい焼きです！

吉祥寺のスイーツは
この2つで決まり！

氷屋ぴぃすのかき氷

吉祥寺ハモニカ横丁にある天音の羽根つきたい焼き

スィーツ

商学部　マーケティングコース　2年
埼玉県私立浦和実業学園高等学校出身
成田ゼミ、和弓部

臼田 理加

カラーランはカラフルなカラーパウ
ダーをかけ合い、浴びながら走るイ
ベントで、順位や記録などは関係な
く、参加者みんなが楽しむことがで
きるイベントです。カラーランに参
加するのは初めてですが、全力で楽
しみたいと思います。

流行のランニング・
イベントを体験できる！

The Color Run®

イベント

商学部　商学科　1年
東京都私立八王子実践高等学校出身
蒔田ゼミ

松谷 拓海

毎日行列ができ、長い時には3時間
も並ぶレッドロック高田馬場店。主
なメニューはローストビーフ丼、ス
テーキ丼、ロコモコの3種類ですが、
私はいつもローストビーフ丼を食
べています。値段はなんと800円！
リーズナブル＆ボリューミーです。

3時間待っても
食べる価値あり！

レッドロック高田馬場店は
高田馬場駅から徒歩約5分です。

特性煮込みタレ、ヨーグルトソース、
そして生卵がのっています。

レストラン

経営学部　企業経営コース　3年
東京都私立豊島学院高等学校出身
竹内慶司ゼミ、フットサル愛好会

加藤 悠祐

新鮮なお刺身、海鮮丼、そして卵焼
きなどが安く食べられます。私は海
鮮丼、生牡蠣、そしてアワビがオス
スメです！外国からの旅行者もたく
さんいて、独特な雰囲気ですが、と
ても賑わっています！食べ物以外の
雰囲気も楽しめるのが築地です！

築地は食べ物と
雰囲気が楽しめる！

海鮮丼は新鮮で一つひとつのネタが絶品です！

マグロの解体ショーは迫力満点！

おすすめスポット
オフ

と

キャンパスライフ

オフ
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INFORMATION

合格者説明会

6月20日（火） 合格者説明会

事前指導

第1回 6月27日（火） インターンシップの心構え

第 2回 7月4日（火） 実習企業研究／ビジネスマナー研修①

第 3回 7月11日（火） ビジネスマナー研修②

事後指導

第 4回 9月26日（火） 実習体験振り返り／報告書作成

第 5回 11月14日（火） インターンシップ実習報告会リハーサル

第 6回 11月21日（火） インターンシップ実習報告会

◉学内選抜インターンシップスケジュール

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
通
じ
て
、
1
人

ひ
と
り
が
し
っ
か
り
と
目
的
意
識
を
も
っ

て
実
習
に
励
み
、
1
つ
で
も
多
く
の
こ
と

を
吸
収
し
大
き
く
成
長
し
て
く
れ
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
自
ら
の
将

来
、
適
性
を
見
極
め
、
就
職
活
動
本
番
を

迎
え
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

学
内
選
抜
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
開

始
し
て
今
年
度
で
8
期
目
を
迎
え
ま
す
。

本
学
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
﹃
学
内
選

抜
制
﹄で
あ
る
た
め
、
残
念
な
が
ら
応
募

者
全
員
が
参
加
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

が
、
今
回
は
過
去
最
多
の
応
募
者
が
集
ま

り
ま
し
た
。
そ
の
理
由
と
し
て
は
、
こ
れ

か
ら
の
就
職
活
動
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
が
い
か
に
重
要
か
学

生
の
皆
さ
ん
が
し
っ
か
り
と
意
識
さ
れ
た

か
ら
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
例
年
、
早

期
内
定
者
の
中
に
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
経

験
者
が
数
多
く
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
も
要

因
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

今
回
ご
協
力
い
た
だ
く
受
入
企
業
・
団

体
は
全
24
社
13
業
種
と
多
岐
に
渡
り
、
卒

業
生
が
在
籍
し
て
い
る
等
、
本
学
と
関
わ

り
が
非
常
に
深
い
こ
と
が
特
徴
で
す
。

「
学
内
選
抜
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
」の

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
し
て
は
、
6
月

よ
り
複
数
回
に
わ
た
り
企
業
研
究
や
履
歴

書
の
書
き
方
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
研
修
な

ど
の
事
前
指
導
を
受
け
た
の
ち
に
、
実
際

に
企
業
・
団
体
で
実
習
に
臨
み
ま
す
。
実

習
後
に
は
自
ら
の
体
験
を
振
り
返
る
事
後

指
導
を
行
い
、
最
後
に
は
企
業
の
担
当
者

を
お
招
き
し
、
学
内
で
体
験
報
告
会
を
開

催
し
ま
す
。

就 職 活 動

情 報 局

学
内
選
抜
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
が
始
動
、

55
人
の
学
生
の
派
遣
が
決
定

高千穂学生の就職活動を応援します！

単なる語学学習は大学でもできますが、自
身の成長を確かめるには現地の文化や人々
と触れ合うことが一番だと思います。自分
に自信を持てる強みを身につけたいです。

留学先／上海師範大学

商学部　金融コース　2年
東京都立桜町高等学校出身
柴田ゼミ

石井 克

初の海外

私の目標は語学力の向上と海外を経験する
ことです。ネットから得る情報と、実際に
感じたものとでは大きく違うと思い、その
部分を自分の成長に繋げたいです。

留学先／上海師範大学

経営学部　経営学科　1年
埼玉県立伊奈学園総合高等学校出身
田中ゼミ、アメリカンフットボール部

松田 菜帆

自分自身で
文化を感じたい

私は中国人の友人を作ることを目指します。
父が中国に行ったことがあり、友人も多く
います。私自身も留学を通じて友人をつく
り、会話を楽しみたいです。

留学先／上海師範大学

経営学部　企業経営コース　3年
東京都私立目白研心高等学校出身
中山ゼミ、漫画研究会

長沢 駿

中国の人たちと
仲良くなる

私の目標は、今まで大学の授業は聞いて学
んでいましたが、留学では話して学ぶもの
へと変えていきたいです。話すことを恐れ
ずに積極的に現地の方と交流したいです。

留学先／上海師範大学

商学部　マーケティングコース　3年
千葉県私立千葉経済大学附属高等学校出身
新津ゼミ

加藤 綺恵

聞く中国語から
話す中国語へ

アルバイトで中国人の方を接客するのです
が、案内が上手にできないことがありまし
た。留学でコミュニケーションの経験を積
み、案内ができるようになりたいです。

留学先／上海師範大学

経営学部　経営学科　1年
東京都私立昭和第一学園高等学校出身
立石ゼミ

仲 日希

もっと意思疎通が
できるように

私は自分の視野を広げたいという目標があ
ります。そこで今回の中国留学によって言
語や異文化に触れ、いろいろなことを吸収
していき、将来に役立てたいです。

留学先／上海師範大学

商学部　マーケティングコース　2年
東京都立大山高等学校出身
ダンス愛好会

冨田 雄暉

幅広い世界への
第一歩

私は幼い頃に中国を訪れた経験があります
が、今回は中国語を学びつつ自分がどのよ
うに感じ、そしてどのように成長できるの
かが楽しみです。

留学先／上海師範大学

商学部　マーケティングコース　3年
東京都私立日本大学鶴ケ丘高等学校出身
嘉瀬ゼミ

横川 理子

自分自身を超えたい

私は海外留学ならではの体験をしたいと考
えています。さまざまな日本とのギャップ
を経験していき、全てをプラスに捉えて、今
後の自分に活かしたいです。

留学先／上海師範大学

商学部   マーケティングコース  2年
山梨県立韮崎高等学校出身
楠美ゼミ

小丹 拓海

普段得られない
経験を得る

私は食べることが好きなので、留学では中
国の食文化に触れ、日本との違いを比較し、
視野を広げたいと思います。また、現地の
人とも交流を図りたいです。

留学先／上海師範大学

商学部　金融コース　2年
東京都立赤羽商業高等学校出身
楠美ゼミ、美術部

佐藤 智美

楽しんで勉強する

グローバル化が進み英語と同じように中国
語も求められる世の中になってきました。
私は中国へ留学し、現地の学生と交流を深
め、中国語を今以上にアップしたいです。

留学先／上海師範大学

経営学部　企業経営コース　3年
三重県私立ウィッツ青山学園高等学校出身
竹内慶司ゼミ

中田 雄亮

必要とされる
中国語

「やりたいことをやれるうちにやる」と自分
の中で決めているため、中期の海外留学を
することを決意しました。2度目となるハン
ボルト大学への留学ですが、今回は英語の
勉強の他に、アメリカの暮らしについても
学び、卒業後の将来の仕事に役立てたいと
考えています。

留学先／ハンボルト大学

商学部　マーケティングコース　4年
新潟県私立新潟清心女子高等学校出身
アメリカンフットボール部

大西 早紀

身になる挑戦を

California

O V E R S E A S  T R A I N I N G  R E P O R T

Humboldt State 
University

SHANGHAI NORMAL 
UNIVERSITY

 San Francisco

★★

カリフォルニア州の北
部にある州立ハンボル
ト大学。サンフランシ
スコから飛行機で約1
時間の場所にあります。

浦東国際空港と虹橋国
際空港からバスやタク
シーで30分で行けます。

ハンボルト大学・中期留学
上海師範大学・短期留学

中国・上海師範大学（夏休みの約1ヵ月間の短期留学）と
アメリカ・ハンボルト大学（秋学期の約3ヵ月間の中期留学）に

参加する学生に意気込みを語ってもらいました。

に向けた意気込み

商学部　マーケティングコース　4年

受入企業（企業・団体名）

IMSグループ

株式会社映像センター

株式会社小田急トラベル

株式会社小田急リゾーツ

株式会社オンワード樫山

株式会社河内屋

株式会社紀伊國屋書店

京王観光株式会社

サミット株式会社

さわやか信用金庫

杉並区

杉並環境カウンセラー協議会

西武信用金庫

株式会社東計電算

ネッツトヨタ東埼玉株式会社

橋本産業株式会社

フジモトHD株式会社

株式会社文化堂

株式会社ベネッセスタイルケア

前田建設工業株式会社

株式会社丸和運輸機関

リゾートトラスト株式会社

株式会社ワークス

渡辺パイプ株式会社

（50音順）
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ゼミナール紹介

新
井
ゼ
ミ
の
研
究
テ
ー
マ
は
、「
指
導
法

を
中
心
と
し
た
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
に
関
し
て
」

で
す
。
体
育
や
ス
ポ
ー
ツ
の
専
門
課
程
で
は

無
い
こ
と
も
有
り
、
運
動
（
体
育
や
各
種
ス

ポ
ー
ツ
）の
指
導
法
を
中
心
と
し
て
、ト
レ
ー

ニ
ン
グ
科
学
・
ス
ポ
ー
ツ
心
理
学
・
野
外
教

育
・
運
動
生
理
学
・
バ
イ
オ
メ
カ
ニ
ク
ス
・
ス

ポ
ー
ツ
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
な
ど
、
学
生
の
興

味
関
心
に
合
わ
せ
、
幅
広
く
受
け
入
れ
て
い

ま
す
。
例
と
し
て
シ
ラ
バ
ス
で
は
、
1
．コ
ー

チ
ン
グ
（
様
々
な
運
動
の
指
導
法
）、
2
．ト

レ
ー
ニ
ン
グ
（
メ
ン
タ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
か

ら
肉
体
改
造
ま
で
、
様
々
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

方
法
）、3
．野
外
教
育（
キ
ャ
ン
プ・ス
キ
ー
・

ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
な
ど
の
指
導
法
や
板
の
動

き
・
人
の
動
き
な
ど
）、
4
．ス
ポ
ー
ツ
心
理
学

（
視
覚
情
報
処
理
と
注
意
の
関
係
な
ど
）、
5
．

体
育
科
教
育
指
導
法
（
全
般
的
体
験
を
行
い

そ
の
中
か
ら
テ
ー
マ
を
絞
り
込
む
）な
ど
を

あ
げ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
関
連
分
野
の
研

究
希
望
も
受
け
入
れ
可
能
と
し
て
い
ま
す
。 

第
一
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
で
は
、
様
々
な
演
習
を

通
し
て
、
研
究
に
至
る
ま
で
の
基
礎
知
識
の

習
得
、
研
究
に
対
す
る
基
本
的
な
考
え
方
を

学
び
ま
す
。
特
に
、
文
献
検
索
方
法
、
研
究

テ
ー
マ
の
設
定
方
法
、
研
究
方
法
の
設
定
方

法
、結
果
の
分
析
方
法
、考
察
へ
の
導
き
方
等
、

人
は
一
生
に
何
度
か
、「
自
分
は
ど
う
生

き
て
い
く
べ
き
だ
ろ
う
」と
考
え
ま
す
。
就

職
活
動
は
そ
の
典
型
で
す
。
し
か
し
そ
れ
に

は
、「
今
、
自
分
は
何
者
な
の
か
」と
い
う
問

い
が
避
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
多
く
の
日
本
人
は
、「
日
本
人
」

が
ど
ん
な
人
々
な
の
か
、
誤
解
し
て
い
ま
す
。

学
校
の
教
科
書
さ
え
、
そ
う
で
す
。
最
近
、

「
道
徳
」科
の
教
科
書
で
、
私
た
ち
の
日
常
生

活
の
話
に
パ
ン
屋
を
登
場
さ
せ
た
ら
検
定
で

不
合
格
に
な
り
、
パ
ン
屋
を
和
菓
子
屋
に
変

え
た
ら
合
格
に
な
っ
た
、
と
い
う
話
が
あ
り

ま
し
た
。
パ
ン
は
し
ょ
せ
ん
外
国
文
化
、
和

菓
子
こ
そ
日
本
人
の
心
、
と
い
う
つ
も
り
な

の
で
し
ょ
う
。

し
か
し
、
パ
ン
屋
の
教
科
書
を
不
合
格
に

し
た
人
は
、
こ
の
国
の
文
化
を
知
ら
な
い
の

で
す
。
貪
欲
に
、
ブ
ラ
ッ
ク
ホ
ー
ル
の
よ
う

に
、
外
国
文
化
を
次
か
ら
次
へ
と
積
極
的
に

取
り
込
ん
で
ア
レ
ン
ジ
し
、
自
分
の
一
部
に

し
て
し
ま
う
こ
と
こ
そ
、
わ
が
国
の
〝
伝
統

文
化
〟な
の
だ
、
と
い
う
こ
と
を
。
そ
し
て
、

和
菓
子
の
ど
こ
に
も
外
来
の
文
化
が
入
っ
て

な
い
と
、誰
も
証
明
で
き
な
い
こ
と
を
。

私
た
ち
は
、
無
知
や
思
い
込
み
で
は
な

く
、
確
か
な
根
拠
を
も
と
に
、
私
た
ち
の
文

一
連
の
研
究
に
関
す
る
プ
ロ
セ
ス
を
具
体
的

に
体
験
し
な
が
ら
卒
論
へ
の
テ
ー
マ
を
見
つ

け
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。
第
二
ゼ

ミ
ナ
ー
ル
で
は
就
職
活
動
支
援
と
卒
論
を

行
い
ま
す
。
ゼ
ミ
生
の
研
究
テ
ー
マ
に
応
じ

て
、
課
題
解
決
型
の
授
業
展
開
を
行
う
こ
と

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
担
当
教
員
が
理
事
等

で
関
係
し
て
い
る
学
外
の
ス
ポ
ー
ツ
団
体
・

N
P
O
法
人
（
ア
ン
チ
い
じ
め
蝶
間
ア
カ
デ

ミ
ー
）・
社
会
人
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
（
東
京
ラ

イ
フ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
）等
と
連
携
を
図
り
、

地
域
社
会
と
関
わ
り
な
が
ら
、
単
に
行
う
だ

け
で
は
な
く
将
来
指
導
資
格
に
つ
な
が
る

資
格
（
S
A
J
ス
キ
ー
級
別
検
定
・
ス
ノ
ー

ボ
ー
ド
級
別
検
定
等
）や
指
導
資
格
（
キ
ャ
ン

プ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
・N

S
C

A
-C

P
T

/

C
SC

S

等
）の
取
得
を
目
指
す
ゼ
ミ
で
す
。

化
を
理
解
し
、
今
後
の
行
く
末
を
決
め
た
方

が
、
幸
せ
に
な
れ
そ
う
で
す
。
桃
崎
ゼ
ミ
で

は
、そ
れ
を
皆
で
探
究
し
て
い
ま
す
。

ゼ
ミ
で
は
、
ゼ
ミ
生
の
自
由
な
提
案
・
疑

問
や
調
査
・
発
表
か
ら
、
教
員
自
身
も
日
々

新
し
い
こ
と
を
教
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
私
の

好
き
な
「
半
学
半
教
（
教
え
つ
つ
学
び
、学
び

つ
つ
教
え
る
）」の
実
践
で
す
。
私
は
そ
れ
を

専
門
家
と
し
て
詳
し
く
調
べ
、
時
に
は
本
に

書
き
、
授
業
の
質
を
高
め
、
そ
れ
が
ゼ
ミ
生

諸
君
の
新
た
な
疑
問
・
提
案
・
調
査
を
生
み
…

と
い
う
好
循
環
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
教
員

と
ゼ
ミ
生
の
双
方
を
幸
せ
に
す
る
、
重
要
な

形
で
す
。

普
段
は
商
業
や
経
営
な
ど
を
学
ぶ
学
生

が
、
週
に
一
度
だ
け
、「
日
本
人
で
あ
る
私
は
、

何
者
な
の
だ
ろ
う
」と
考
え
る
機
会
を
持
つ
、

一
種
の
心
の
オ
ア
シ
ス
が
桃
崎
ゼ
ミ
の
存
在

意
義
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

A student’s voice A student’s voice 

新井ゼミ桃崎ゼミ
人間科学部
教授

新井 健之

商学部
教授

桃崎 有一郎

健
康
＝
ス
ポ
ー
ツ

週
に
一
度
、「
日
本
人
と
は
何
者
な
の
か
」を

本
気
で
考
え
て
み
る

■担当科目
健康科学、健康生涯スポーツ（テニス）、
生涯スポーツ（スキー・スノーボード）、体育、ゼミⅠ、専門ゼミ

■担当科目
社会科・地理歴史科教育論、社会科・地理歴史科指導法、
日本史（古代・中世・近世、近代・現代）、ゼミⅠ、専門ゼミ

■略歴
横浜国立大学　教育学部　卒業
横浜国立大学大学院　教育学研究科　修了
東京農工大学大学院　工学教育部　博士後期課程　修了　博士（学術）

■略歴
慶應義塾大学 文学部　卒業
慶應義塾大学大学院 文学研究科 史学（日本史学）修了
慶應義塾大学大学院　文学研究科　後期博士課程　単位取得退学　博士（史学）

現在、映像視聴によるパフォー
マンスの変化について研究して
います。テーマは「映像を見る
ことにより運動学習効果が得ら
れるのか？」です。題材はゴル
フのパターで、視聴の有無、関
係のない映像を見た場合の実験
結果を比較しました。

人間科学部  社会・ライフデザインコース  2年
長野県立岡谷南高等学校出身
硬式庭球部

寺澤 和真
桃崎先生は時に厳しく時に優し
く、メリハリを確りとして、様々
な事柄に対して的確な考えを
持っている先生です。私はゼミⅠ
から先生にお世話になっており、
3年間で自分の正しいと思った
ことを信じ抜く大切さを学びま
した。

商学部　マーケティングコース　3年
神奈川県立麻生総合高等学校出身
体育会本部、剣道部

伊藤 裕哉
新井ゼミは、体育の先生のゼミ
なので、スポーツの好きな人に
はお勧めです。主に勉強するこ
とは、自分たちで決めて行うこ
とができ、色々なスポーツを通
じて体育の基礎を学び、同じゼ
ミ生たちと楽しみながら、絆も
深めることができます。

人間科学部  社会・ライフデザインコース  2年
東京都私立立正大学付属立正高等学校出身
硬式庭球部

吉田 良太郎
私の班はファッションを研究し
ています。靴下、洋服、靴にど
のような歴史があり、なぜ日本
と関係があるのかを研究してい
ます。自分の好きな事を調べら
れて､そしてゼミ生は全員仲が
良いです。１年生の方は、ぜひ
一度、見学にきてください。

商学部　マーケティングコース　2年
福島県私立大智学園高等学校出身
天文同好会

三宅 良
新井ゼミは、スポーツを中心と
する活動をしています。他の
ゼミと合同で体を動かすなど、
様々なことをしています。私が
新井ゼミに入ったのも、ゼミで
体を動かすことができるからで
す。スポーツ好きな人にはお勧
めのゼミです。

人間科学部　児童教育専攻　2年
東京都私立日本学園高等学校出身
排球部

伊藤 啓介
桃崎ゼミでは日本の歴史や文
化に関わることについて学びま
す。自由に自分の興味のある
テーマについて学ぶことができ
るので、やりがいを感じられま
す。桃崎先生の豊富な知識によ
るお話も興味深いものばかりで
楽しいです。

経営学部　経営法務コース　2年
埼玉県私立栄北高等学校出身

佐藤 杏花
新井先生は気さくに話してくれ
る優しい先生です。分からない
ことは丁寧に教えてくれますし、
的確なアドバイスも頂けます。
また、先輩方との会話のやり取
りが面白いなぁと思う時もあり、
とても親しみやすい先生だと感
じています。

人間科学部  心理・コミュニケーションコース  2年
神奈川県立横浜南陵高等学校出身

若林 由佳
このゼミは4年前に作られた新
しいゼミです。少人数で出発し
たこのゼミも、今では30人を超
える学生が受講しています。ゼ
ミ合宿では、桃崎先生の専門的
な話を聞きながら由緒ある地に
直接赴き、歴史に触れながら学
ぶ事が出来ます。

人間科学部　人間科学専攻　3年
埼玉県私立武蔵越生高等学校出身
和弓部

関 愛美

どうすればうまく伝わるか、上達す
るかを学生たちが実践しながら学
習しています。

イラストや身振り手振りを交えた
解説は学生たちにもとても分かり
やすいです。

A STUDENT’S VOICE A STUDENT’S VOICE 

Close up!
TAKACHIHO 

SEMINAR
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学
生
の
う
ち
に
人
生
の
可
能
性
を
広
げ
る
経
験
を

限
り
あ
る
時
間
を
大
切
に

大
学
で
は
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル

部
に
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
し
て
所
属
し
、
チ
ー

ム
運
営
、
選
手
の
身
体
や
精
神
状
態
の
把
握

と
ケ
ア
、
怪
我
の
予
防
な
ど
ト
レ
ー
ナ
ー
業

務
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
選
手
一
人
一
人
に

合
わ
せ
た
サ
ポ
ー
ト
を
心
掛
け
、
勝
利
に
向

か
っ
て
仲
間
と
共
に
部
活
に
熱
中
し
た
4
年

間
で
し
た
。

部
活
で
の
経
験
か
ら
、
チ
ー
ム
の
中
で
縁

の
下
の
力
持
ち
と
し
て
サ
ポ
ー
ト
を
す
る
事

に
や
り
が
い
を
感
じ
、
現
在
は
日
勝
ス
ポ
ー

ツ
工
業
（
株
）ス
ポ
ー
ツ
用
品
事
業
部
で
営

業
事
務
と
し
て
営
業
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
ま

す
。
仕
事
を
す
る
中
で
特
に
大
切
に
し
て
い

る
事
が
2
点
あ
り
ま
す
。
①
広
い
視
野
を
持

ち
相
手
の
立
場
で
物
事
を
考
え
る
。
②
先
を

読
み
多
角
的
な
対
応
方
法
を
考
え
て
お
く
事

で
す
。
営
業
事
務
の
仕
事
は
物
事
に
優
劣
を

つ
け
な
が
ら
様
々
な
業
務
を
並
行
し
て
行

い
、
支
店
内
の
潤
滑
油
と
し
て
臨
機
応
変
な

対
応
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
サ
ポ
ー
ト
を
す
る

点
で
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
業
と
通
じ
る
部
分
が
あ

り
、
大
学
時
代
の
経
験
を
生
か
せ
る
仕
事
に

私
は
現
在
、
群
馬
県
立
高
崎
商
業
高
等
学

校
で
教
師
を
し
て
い
ま
す
。
学
生
時
代
は
、

排
球
部
の
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
し
て
毎
日
の
練

習
を
は
じ
め
、
大
会
、
合
宿
な
ど
で
選
手
の

サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
同
時

に
テ
ニ
ス
＆
ス
キ
ー
サ
ー
ク
ル
に
も
所
属
し
、

夏
期
・
冬
期
休
業
に
は
合
宿
に
参
加
し
、
先

輩
や
同
期
の
仲
間
と
充
実
し
た
生
活
を
送
り

ま
し
た
。
合
宿
で
は
、
神
津
島
を
始
め
、
静

岡
・
山
梨
・
長
野
・
新
潟
・
福
島
な
ど
多
く
の
場

所
に
行
く
こ
と
で
、
仲
間
と
の
団
結
力
や
信

頼
関
係
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
特
性
を
知
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
い
ま
で
も
旅
行
が
大

好
き
な
の
は
、
そ
の
頃
の
影
響
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
ま
た
、教
職
課
程
を
履
修
し
、多
く
の

先
生
方
か
ら
学
問
を
は
じ
め
、
教
育
者
と
し

て
の
資
質
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
教

育
実
習
で
は
自
分
の
実
力
を
思
い
知
ら
さ
れ
、

大
学
に
戻
る
と
す
ぐ
に
簿
記
専
門
学
校
で
ダ

ブ
ル
ス
ク
ー
ル
を
始
め
ま
し
た
。
学
生
時
代

は
、
自
分
で
作
り
出
せ
る
時
間
が
多
く
、
使

い
方
に
よ
っ
て
は
自
分
の
将
来
に
大
き
く
影

就
け
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
学
生
の
皆
さ
ん

は
5
年
後
ど
ん
な
自
分
に
な
っ
て
い
た
い
で

す
か
？
　
就
活
で
よ
く
聞
か
れ
る
質
問
で
す
。

当
時
、
私
は
目
の
前
の
事
に
一
生
懸
命
で
具

体
的
に
想
像
す
る
事
が
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。

5
年
間
の
社
会
経
験
を
経
て
、
学
生
時
代
の

経
験
が
今
後
の
キ
ャ
リ
ア
へ
大
き
く
影
響
す

る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
社
会
に
出
る
と
学
生

ほ
ど
自
由
な
時
間
が
な
く
、
学
生
の
内
に
資

格
取
得
や
留
学
も
し
て
み
た
か
っ
た
と
思
う

事
も
あ
り
ま
す
。

今
の
内
か
ら
人
と
の
出
会
い
を
大
切
に
、

様
々
な
知
識
や
技
術
を
身
に
付
け
、
引
き
出

し
を
多
く
持
つ
事
で
今
後
の
人
生
の
可
能
性

を
広
げ
る
事
が

出
来
る
と
思
い

ま
す
。
大
学
4

年
間
、
社
会
に

出
る
準
備
期
間

と
し
て
楽
し
く

充
実
し
た
時
間

を
過
ご
し
て
下

さ
い
。

響
す
る
大
切
な
時
期
だ
と
思
い
ま
す
。
自
分

に
と
っ
て
、
良
い
と
思
っ
た
こ
と
は
、
直
ぐ

に
行
動
に
移
す
と
い
う
習
慣
が
で
き
た
の
は
、

大
学
で
の
様
々
な
経
験
か
ら
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。

卒
業
時
に
は
、
教
員
免
許
状
を
取
得
し
、

正
式
採
用
ま
で
に
は
数
年
か
か
り
ま
し
た
が
、

現
在
は
、
進
路
指
導
主
事
と
し
て
、
生
徒
の

キ
ャ
リ
ア
教
育
や
進
路
指
導
の
一
助
と
な
る

よ
う
努
力
し
て
い
ま
す
。

在
学
生
の
皆
さ
ん
も
限
り
あ
る
時
間
を
大

切
に
、
大
学
内
外
を
問
わ
ず
様
々
な
経
験
を

す
る
こ
と
で
知
性
と
感
受
性
の
引
き
出
し
を

増
や
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
そ

れ
は
、
社
会
人

と
な
っ
た
時
に

大
事
な
財
産
と

な
る
は
ず
で
す
。

I   n t e r v i e w

1

2

Interview

Interview

2
0
1
1
年
度
　
商
学
部
卒
業 

庄
司
ゼ
ミ

ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

日
勝
ス
ポ
ー
ツ
工
業
株
式
会
社

ス
ポ
ー
ツ
用
品
事
業
部 

世
田
谷
支
店 

勤
務

馬
野 

聡
子

1
9
8
9
年
度
　
商
学
部
卒
業

角
野
第
１
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

排
球
部

群
馬
県
立
高
崎
商
業
高
等
学
校
勤
務

飯
塚 

美
千
代

［インタビュー］

学生

　
私
が
車
い
す
バ
ス
ケ
に
出
会
っ
た
の
は
高

校
１
年
の
秋
で
し
た
。
姉
の
バ
ス
ケ
の
試
合
を

見
に
行
っ
た
と
き
に
楽
し
そ
う
で
、
そ
こ
で
車

い
す
バ
ス
ケ
の
元
プ
レ
イ
ヤ
ー
の
方
と
の
出
会

い
、そ
れ
が
き
っ
か
け
で
始
め
ま
し
た
。現
在
は

「
レ
ッ
ツ
！
車
い
す
バ
ス
ケ
」で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、

東
京
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
と
い
う
社
会
人
チ
ー
ム
で

活
動
し
て
い
ま
す
。

　
日
本
代
表
に
な
っ
た
の
は
大
学
３
年
次
で
す
。

春
夏
冬
の
合
宿
で
コ
ー
チ
が
選
手
の
練
習
を
見

て
代
表
を
選
出
し
ま
す
。
今
年
の
３
月
に
佐
賀

で
行
わ
れ
た
U
23
の
合
宿
で
選
ば
れ
ま
し
た
。

ま
さ
か
選
ば
れ
る
と
は
思
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
練
習
で
言
わ
れ
た
こ
と
を
心
掛
け
た
り
、

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
自
己
管
理
を
怠
ら
ず
に
練
習

し
て
き
た
成
果
だ
と
思
い
ま
す
。

　
海
外
遠
征
に
参
加
し
た
の
は
今
回
が
初
め

て
で
す
。
結
果
は
５
試
合
中
２
試
合
に
出
場
し
、

２
得
点
を
入
れ
ま
し
た
。し
か
し
、シ
ュ
ー
ト
の

精
度
や
ト
ラ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
バ
ス
ケ
と
い
う
プ

レ
イ
ス
タ
イ
ル
の
理
解
を
深
め
る
な
ど
反
省
点

も
発
見
で
き
ま
し
た
。

　
今
回
は
世
界
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
良
い

機
会
と
な
り
ま
し
た
が
、あ
く
ま
で
も
通
過
点
。

も
っ
と
上
を
目
指
し
、今
後
は
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

で
注
目
さ
れ
る
選
手
を
目
指
し
ま
す
。
そ
の
た

め
に
日
頃
か
ら
努
力
す
る
こ
と
や
誰
に
も
負
け

な
い
闘
争
心
を
大
切
に
し
、
多
く
の
方
に
興
味

を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
で
す
。

iK r a r
i

3位決定戦の対UAE戦。敵陣に切り込んでシュート
を放つ渡辺さん （左の白いユニフォームの選手）

日本の男子U23は決勝トーナメントの準決勝でイギリスに負
けたものの、3位決定戦でUAEに勝利し、見事銅メダルを獲得
しました（前列左から2番目）。

　 高 千 穂 大 学 で 光り輝く

渡辺さんは、ゼミ長として他のゼミ生をリードして
います。学校を休まず、時間をしっかり守り、厚く
信頼されています。頑張り屋で、常に前向き、頼ま
れたら断らないYESの発想です。後輩の面倒見が
よく、優しい先輩です。

先生からの

メ ッ セ ー ジ

本
学
学
生
が
国
際
車
椅
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で
銅
メ
ダ
ル
を
獲
得

人間科学部　教授

長谷川 万希子 先生

U23の男子代表に
選ばれ、海外遠征
に参加しました！

普段の
渡辺くんについて
聞いてみました

5
月
14
日︵
日
︶か
ら
5
月
18
日︵
木
︶ま
で
ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦
の
ド
バ
イ
で
開
催
さ
れ
た
﹁
第
9
回
フ
ァ
ザ
国
際
車
椅
子

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
﹂に
渡
辺
健
太
さ
ん
が
日
本
代
表
と
し
て
参
加
し
、
銅
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
ま
し
た
。

国
際
大
会
で
活
躍
し
た
渡
辺
さ
ん
に
喜
び
の
声
を
聞
き
ま
し
た
。

人間科学部　人間科学専攻　3年
東京都私立昭和第一学園高等学校出身
長谷川ゼミ、バスケットボール部

渡辺 健太 さん　

こ
の
ペ
ー
ジ
は
広
報
課
学
生
ス
タ
ッ
フ
の

も
も
ち
ゃ
ん
さ
ん
が
原
稿
作
成
・
写
真
撮
影

し
ま
し
た
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I N T R O D U C T I O N  O F

硬式野球部

5月28日/6月16-18日

体
育
祭
・
六
月
祭
を
開
催

CLUB ACTIVITIES
高千穂大学の体育会と学術文化団体連合会に所属しているクラブ・サークルを毎号紹介します。
今回は4月に監督が代わり、春季リーグ戦を全勝優勝した硬式野球部を取材・撮影しました。

今回は
硬式野球部を
紹介します

商学部　マーケティングコース　4年
山梨県立身延高等学校出身
佐藤ゼミ
硬式野球部主将

安藤 勝俊

顧問：桃崎 有一郎先生　主将：安藤 勝俊さん　部員数：125人
活動日：火水木金土日　場所：大学内グラウンド

硬
式
野
球
部

　

春
季
リ
ー
グ
戦
5
月
13
日（
土
）東
京
理
科

大
学
戦
・
勝
ち
3︲
0
、
5
月
14
日（
日
）日
本
大

学
生
物
資
源
学
部
戦
・
勝
ち
5︲

1
、
5
月
21
日

（
日
）東
京
学
芸
大
学
戦
・
勝
ち
8︲

5
、
5
月
27

日（
土
）東
洋
学
園
大
学
戦
・
勝
ち
5︲

3
。
春
季

入
れ
替
え
戦
6
月
10
日（
土
）駿
河
台
大
学
戦
・

負
け
0︲

4
、
6
月
11
日（
日
）駿
河
台
大
学
戦
・

負
け
5︲

6
、
2
部
残
留
。

和
弓
部

　
（
女
子
）練
習
試
合
5
月
21
日（
日
）帝
京
大
学

戦
・
負
け
0
勝
5
敗
、（
女
子
）6
月
4
日（
日
）

立
教
大
学
戦
・
負
け
1
勝
4
敗
。

簿
記
会
計
研
究
会

　

全
国
大
学
対
抗
簿
記
大
会
6
月
3
日（
土
） 

1
年
5
名
、
2
年
6
名
、
3
年
2
名
出
場
・
入
賞

者
な
し
。

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
愛
好
会

　

第
37
回
シ
ン
グ
ル
ス
大
会
5
月
28
日（
日
） 

齋
藤
千
成
A
ラ
ン
ク
出
場
・
1
回
戦
負
け
0︲

2
。

　

第
37
回
シ
ン
グ
ル
ス
大
会
5
月
28
日（
日
） 

釜
个
澤
良
太
D
ラ
ン
ク
出
場
・
1
回
戦
勝
ち

2︲

0
、
2
回
戦
負
け
1︲

2
。

こ
の
ペ
ー
ジ
は
広
報
課
学
生
ス
タ
ッ
フ

の
み
か
い
ち
ご
さ
ん
が
原
稿
作
成
・
写
真

撮
影
し
ま
し
た

クラブ・サークルの結果速報 （5月から6月まで）

塚
田
く
ん
　
諏
訪
湖
の
花
火
大
会
は
毎

年
50
万
人
の
観
光
客
が
訪
れ
ま
す
。
実

際
に
諏
訪
湖
の
近
く
で
見
る
花
火
は
と

て
も
迫
力
が
あ
っ
て
、圧
巻
で
す
！
ま
た
、

観
光
地
と
し
て
は
善
光
寺
が
お
勧
め
で
、

お
土
産
も
沢
山
あ
り
ま
す
。

井
出
さ
ん
　
私
は
軽
井
沢
に
住
ん
で
い

た
の
で
軽
井
沢
が
お
勧
め
で
す
。
二
人
乗

り
が
で
き
る
自
転
車
を
借
り
て
巡
る
こ

と
が
で
き
ま
す
よ
。
実
家
が
軽
井
沢
の
役

場
の
前
で
お
蕎
麦
屋
さ
ん
を
や
っ
て
い

る
の
で
ぜ
ひ
来
て
く
だ
さ
い
！！
（
笑
）

塚
田
く
ん
　
私
が
住
ん
で
い
た
岡
谷
で

は
ウ
ナ
ギ
が
有
名
で
す
。
長
野
県
に
は

海
が
な
い
の
で
す
が
、
ウ
ナ
ギ
は
川
魚

と
し
て
捕
れ
て
、
お
昼
に
な
る
と
近
く

の
ウ
ナ
ギ
屋
さ
ん
か
ら
、
す
ご
く
い
い

匂
い
が
し
て
、
と
て
も
美
味
し
そ
う
で

し
た
（
笑
）。

井
出
さ
ん
　
イ
ナ
ゴ
の
佃
煮
や
善
光
寺

の
味
噌
ソ
フ
ト
は
長
野
県
ら
し
さ
の
あ

る
食
べ
物
で
す
。
ま
た
、
長
野
県
で
は

「
リ
ン
ゴ
が
新
鮮
じ
ゃ
な
い
」と
い
う
こ

と
を
「
リ
ン
ゴ
が
ぼ
け
る
」と
い
う
方
言

で
使
用
す
る
の
も
特
徴
の
一
つ
で
す
。

人間科学部　人間科学専攻　1年
長野県立岡谷南高等学校出身
吉原ゼミ

塚田 泰史

人間科学部　人間科学専攻　4年
長野県立軽井沢高等学校出身
　

井出 佳奈美

国際文化科では英語を勉強していま
した。軽井沢には外国人の方が多く、
いつも英語で会話したり、ディスカッ
ションをしたりしていました。

毎年競歩大会が行われていて、男子
が45km、女子が30kmのマラソン大
会がありました。昔、男子校だった
ころは100kmのマラソン大会だった
らしいです。

井出さんの出身高校は軽井沢高等学校

塚田くんの出身高校は岡谷南高等学校

自慢
私たちのふるさとを紹介します

関東甲信越静ブロックから、
長野県をとりあげ、代表の在学生2名に
ご当地自慢をして頂きました。

ご当地

【長野県】

今回の紹介エリアは

長野県のココが
すごい！

対談

塚
田
く
ん
　
東
京
に
上
京
し
た
か
っ
た

の
と
、
心
理
学
に
興
味
が
あ
っ
た
の
で
、

高
千
穂
大
学
の
人
間
科
学
部
な
ら
両
方

が
で
き
る
と
思
い
、
選
び
ま
し
た
。
私
が

住
ん
で
い
た
と
こ
ろ
は
山
に
囲
ま
れ
て

い
た
の
で
、建
物
の
多
さ
に
驚
き
ま
し
た
。

井
出
さ
ん
　
姉
達
が
み
ん
な
東
京
に

行
っ
て
い
た
の
で
、
進
学
す
る
な
ら
東

京
の
大
学
と
決
め
て
い
ま
し
た
。
人
間

科
学
部
は
勉
強
の
内
容
が
楽
し
そ
う
な

の
で
こ
こ
に
決
め
ま
し
た
。
東
京
に
来

た
と
き
は
み
ん
な
せ
か
せ
か
し
て
い
る

な
ぁ
と
い
う
印
象
で
、電
車
の
数
も
す
ご

く
多
い
と
思
い
ま
し
た
。

高
千
穂
大
学
を
選
ん
だ
理
由
と

地
元
と
の
違
い
は
？

Q

長
野
県
の
お
す
す
め
の
食
べ
物
は
？

Q
長
野
県
の
お
す
す
め
ス
ポ
ッ
ト
は
？

Q

こ
の
ペ
ー
ジ
は
広
報
課
学
生
ス
タ
ッ
フ

の
た
く
み
く
ん
が
原
稿
作
成
・
写
真
撮
影

し
ま
し
た

BASEBALL CLUB

　

4
年
生
は
秋
季
1
部
リ
ー
グ
で
戦
え
る

チ
ャ
ン
ス
。
A
ク
ラ
ス
に
向
け
て
頑
張
り

た
い
！
と
意
気
込
み
を
語
っ
て
く
れ
た
安

藤
主
将
。
高
千
穂
大
学
・
硬
式
野
球
部
は

東
京
新
大
学
野
球
連
盟
の
2
部
で
全
勝

し
、
6
月
11
日
か
ら
1
部
リ
ー
グ
最
下
位

と
入
替
戦
を
行
い
ま
す
。
監
督
が
交
代
し
、

の
び
の
び
や
れ
る
よ
う
な
体
制
に
変
わ
り
、

全
体
と
し
て
良
い
方
向
に
向
か
っ
て
い
ま

す
。
勝
利
を
重
ね
て
勢
い
が
つ
い
て
い
ま

す
が
、
よ
り
一
層
気
を
引
き
締
め
て
戦
う

と
い
う
気
持
ち
で
今
後
の
試
合
を
臨
ん
で

い
き
た
い
と
の
こ
と
で
し
た
（
取
材
は
入

替
戦
の
前
に
行
い
ま
し
た
）。
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平
成 

28
年
度

平
成 

29
年
度

◉資金収支計算書（別表１）� （単位：千円）

支出の部 収入の部
科　　目

金　額
科　　目

金　額
平成28年度 平成27年度 増減 平成28年度 平成27年度 増減

人件費支出 1,335,939 1,316,505 19,434 学生生徒等納付金収入 1,896,730 1,887,778 8,952
教育研究経費支出 465,164 586,317 △ 121,153 手数料収入 37,787 29,882 7,905
管理経費支出 167,638 172,646 △ 5,008 寄付金収入 5,575 7,360 △ 1,785
借入金等利息支出 267 800 △ 533 補助金収入 314,330 635,437 △ 321,107
借入金等返済支出 44,440 44,440 0 受取利息・配当金 46,172 65,873 △ 19,701
施設関係支出 1,126,066 1,025,714 100,352 資産売却収入 1,295,467 658,562 636,905
設備関係支出 111,081 182,067 △ 70,986 雑収入 92,897 88,374 4,523
資産運用支出 6,523,152 5,491,033 1,032,119 借入金等収入 0 500,000 △ 500,000
その他の支出 45,593 54,619 △ 9,026 前受金収入 976,778 893,691 83,087
資金支出調整勘定 △ 49,540 △ 47,600 △ 1,940 その他の収入 5,397,144 4,911,483 485,661
次年度繰越支払資金 4,694,482 5,443,132 △ 748,650 資金収入調整勘定 △ 1,041,730 △ 1,397,265 355,535
支出の部合計 14,464,282 14,269,673 194,609 前年度繰越支払資金 5,443,132 5,988,498 △ 545,366

収入の部合計 14,464,282 14,269,673 194,609

◉事業活動収支計算書（別表２）� （単位：千円）

支出の部 収入の部
科　　目

金　額
科　　目

金　額
平成28年度 平成27年度 増減 平成28年度 平成27年度 増減

人件費 1,326,794 1,324,600 2,194 学生生徒等納付金 1,896,730 1,887,778 8,952
教育研究経費 779,308 873,715 △ 94,407 手数料 37,787 29,882 7,905
管理経費 193,607 198,002 △ 4,395 寄付金 8,548 10,197 △ 1,649
借入金等利息 267 800 △ 533 補助金 314,330 635,437 △ 321,107
資産処分差額 258,064 175,931 82,133 受取利息・配当金等 46,172 65,873 △ 19,701
徴収不能額 0 0 0 資産売却差額 67,720 4,038 63,682
事業活動支出（消費支出）合計 2,558,040 2,573,048 △ 15,008 雑収入 92,896 88,374 4,522
基本金組入前当年度収支差額 △ 93,857 148,531 △ 242,388 事業活動収入（帰属収入）合計 2,464,183 2,721,579 △ 257,396
当年度収支差額 △ 283,862 △ 92,152 △ 191,710 基本金組入額 △ 190,004 △ 240,683 50,679
翌年度繰越消費収支差額 1,421,715 1,677,576 △ 255,861 基本金取崩額 28,000 0 28,000

◉貸借対照表（別表３）� （単位：千円）

資産の部 負債・基本金・消費収支差額の部
科　　目

金　額
科　　目

金　額
平成28年度 平成27年度 増減 平成28年度 平成27年度 増減

固定資産 15,074,271 14,010,760 1,063,511 固定負債 2,023,983 2,116,688 △ 92,705
有形固定資産 9,422,519 8,774,918 647,601 長期借入金 1,416,440 1,500,000 △ 83,560

土地 1,155,093 1,155,093 0 退職給与引当金 607,543 616,688 △ 9,145
建物 6,448,612 5,214,422 1,234,190 流動負債 1,165,091 1,028,416 136,675
構築物 134,156 178,797 △ 44,641 短期借入金 83,560 44,440 39,120
機器備品 298,943 286,437 12,506 前受金 976,778 893,692 83,086
図書 1,366,535 1,355,302 11,233 その他 104,753 90,284 14,469
車両 880 0 880 負債の部合計 3,189,074 3,145,104 43,970
建設仮勘定 18,300 584,867 △ 566,567 基本金 15,789,806 15,627,802 162,004

特定資産 5,639,928 5,218,419 421,509 第１号基本金 13,881,878 13,863,383 18,495
第2号基本金引当特定資産 929,343 779,343 150,000 第２号基本金 929,343 779,343 150,000
第3号基本金引当資産 810,585 789,076 21,509 第３号基本金 810,585 789,076 21,509
退職給与引当特定資産 600,000 600,000 0 第４号基本金 168,000 196,000 △ 28,000
減価償却引当特定資産 3,300,000 3,050,000 250,000 翌年度繰越消費収支差額 1,421,715 1,420,612 1,103

その他の固定資産 11,824 17,423 △ 5,599 純資産の部合計 17,211,521 17,305,379 △ 93,858
流動資産 5,326,324 6,439,722 △ 1,113,398 合  計 20,400,595 20,193,518 207,077

現金預金 4,694,482 5,443,132 △ 748,650
有価証券 77,944 471,401 △ 393,457
その他 553,898 525,189 28,709

合  計 20,400,595 20,450,482 △ 49,887

◉平成29年度 資金収支予算書（要約）� （単位：千円）

支出の部 収入の部
科　　目

金　額
科　　目

金　額
平成29年度 平成28年度 増減 平成29年度 平成28年度 増減

人件費支出 1,417,996 1,378,707 39,289 学生生徒等納付金収入 2,093,536 1,897,660 195,876
教育研究経費支出 518,467 485,150 33,317 手数料収入 34,866 34,518 348

管理経費支出 176,558 168,124 8,434 寄付金収入 3,605 5,005 △ 1,400
借入金等利息支出 2,361 267 2,094 補助金収入 175,446 203,683 △ 28,237
借入金等返済支出 83,560 44,440 39,120 資産売却収入 0 95,759 △ 95,759
施設関係支出 828,020 1,207,264 △ 379,244 受取利息・配当金収入 51,015 64,530 △ 13,515
設備関係支出 73,635 70,700 2,935 雑収入 123,446 73,205 50,241

資産運用支出 1,987,312 1,787,611 199,701 借入金等収入 0 0 0
その他の支出 39,700 34,700 5,000 前受金収入 951,270 938,440 12,830

［予備費］ 30,000 30,000 0 その他の収入 2,034,314 1,511,117 523,197
資金支出調整勘定 △ 60,000 △ 80,000 20,000 資金収入調整勘定 △ 1,027,047 △ 966,663 △ 60,384
次年度繰越支払資金 4,037,324 3,003,550 1,033,774 前年度繰越支払資金 4,694,482 4,273,258 421,224
支出の部合計 9,134,933 8,130,512 1,004,421 収入の部合計 9,134,933 8,130,512 1,004,421

◉平成29年度 事業活動収支予算書（要約）� （単位：千円）
科　　目 平成29年度 平成28年度 増減

学生生徒納付金 2,093,536 1,897,660 195,876
手数料 34,866 34,518 348
寄付金 3,105 2,005 1,100
経常費等補助金 175,446 203,683 △ 28,237
雑収入 123,446 73,205 50,241
教育活動収入計 2,430,399 2,211,071 219,328
人件費 1,427,866 1,363,011 64,855
教育研究経費 798,467 761,150 37,317
管理経費 201,558 192,124 9,434
教育活動支出計 2,427,891 2,316,285 111,606
教育活動収支差額 2,508 △ 105,214 107,722
受取利息・配当金 51,015 64,530 △ 13,515
教育活動外収入計 51,015 64,530 △ 13,515
借入金等利息 2,361 267 2,094
教育活動外支出計 2,361 267 2,094
教育活動外収支差額 48,654 64,263 △ 15,609

経常収支差額 51,162 △ 40,951 92,113
資産売却差額 40 2,060 △ 2,020
その他の特別収入 1,000 3,500 △ 2,500
特別収入計 1,040 5,560 △ 4,520
資産処分差額 5,000 279,673 △ 274,673
特別支出計 5,000 279,673 △ 274,673
特別収支差額 △ 3,960 △ 274,113 270,153

［予備費］ 30,000 30,000 0
基本金組入前当年度収支差額 17,202 △ 345,064 362,266
基本金組入額合計 △ 457,396 △ 1,456,506 999,110
当年度収支差額 △ 440,194 △ 1,801,570 1,361,376
前年度繰越収支差額 1,420,612 1,383,174 37,438
翌年度繰越収支差額 980,418 △ 418,396 1,398,814

事業活動収入計 2,482,454 2,281,161 201,293
事業活動支出計 2,435,252 2,596,225 △ 160,973

額
が
異
な
る
為
で
す
。（
平
成
27
年

度
：
4
億
58
百
万
円
、
平
成
28
年
度
：

96
百
万
円
）

支
出
の
内
、
人
件
費
は
、
2
百
万

円
増
の
13
億
26
百
万
円
と
な
り
ま
し

た
。
教
育
研
究
経
費
は
94
百
万
円
減
の

7
億
79
百
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
こ

れ
は
新
校
舎
建
設
に
係
る
、
建
物
解
体

費
が
減
少
し
た
為
で
す
。（
平
成
27
年

度
：
1
億
26
百
万
円
、
平
成
28
年
度
：

24
百
万
円
）管
理
経
費
は
4
百
万
円
減

の
1
億
93
百
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
借

入
金
等
利
息
は
登
戸
グ
ラ
ウ
ン
ド
取
得

に
係
る
も
の
で
す
。　

こ
れ
ら
の
支
出
の
合
計
で
あ
る

事
業
活
動
支
出
計
（
企
業
会
計
の

費
用
に
相
当
）は
、
15
百
万
円
減
の

25
億
58
百
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

学
校
法
人
が
教
育
研
究
水
準
を
維

持
・
向
上
し
て
い
く
た
め
に
事
業
活
動

収
入
の
中
か
ら
組
み
入
れ
た
基
本
金
の

額
は
50
百
万
円
減
の
1
億
9
千
万
円
と

な
り
ま
し
た
。
基
本
金
取
崩
額
28
百
万

円
は
文
部
科
学
省
通
知
に
基
づ
き
、
第

4
号
基
本
金
を
取
り
崩
し
た
も
の
で
す
。

基
本
金
組
入
前
当
年
度
収
支
差
額

は
△
93
百
万
円
と
な
り
、
基
本
金
組

入
前
当
年
度
収
支
差
額
か
ら
基
本
金

取
崩
額
を
加
え
、
基
本
金
組
入
額
を
差

引
い
た
結
果
、
当
年
度
収
支
差
額
は
△

2
億
83
百
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

学
校
法
人
高
千
穂
学
園
の
平
成
28

年
度
決
算
は
、
学
園
監
事
及
び
監
査
法

人
の
監
査
を
受
け
、
5
月
23
日
の
理
事

会
・
評
議
員
会
に
お
い
て
、
確
定
い
た

し
ま
し
た
。

事
業
活
動
収
支
計
算
書
（
別
表
2
）

に
よ
り
平
成
28
年
度
と
平
成
27
年
度
を

比
較
し
て
本
学
の
経
営
状
態
を
説
明
い

た
し
ま
す
。

収
入
の
う
ち
、
学
生
生
徒
等
納
付

金
は
、
退
学
除
籍
率
の
減
少
や
入
学
者

数
増
加
・
納
付
金
増
額
に
よ
り
8
百
万

円
増
の
18
億
96
百
万
円
と
な
り
ま
し

た
。
寄
付
金
は
、
同
窓
会
等
か
ら
の
教

育
活
動
収
入
（
本
業
に
関
わ
る
収
入
）、

寄
付
金
と
父
母
の
会
か
ら
特
別
収
入

（
臨
時
的
な
収
入
）、
施
設
設
備
寄
付
金

を
合
わ
せ
て
、
8
百
万
円
と
な
り
ま
し

た
。
補
助
金
は
、
国
や
東
京
都
・
杉
並
区

等
か
ら
の
も
の
で
あ
り
教
育
活
動
収
入
、

経
常
費
等
補
助
金
と
特
別
収
入
、
施
設

設
備
補
助
金
を
合
わ
せ
て
3
億
14
百
万

円
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
収
入
の
合
計
で
あ
る

事
業
活
動
収
入
計
（
企
業
会
計
の
収

益
に
相
当
）は
2
億
57
百
万
円
減
の

24
億
64
百
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
減

少
の
要
因
は
特
別
収
入
、
施
設
設
備

補
助
金
に
係
る
私
立
学
校
施
設
整
備

費
補
助
金
が
年
度
に
よ
り
申
請
・
交
付

決
算
の
概
要

予
算
の
概
要

A Summary of Budget

平
成
28
年
度
決
算
に
つ
い
て

分
差
額
と
な
り
特
別
収
支
差
額
は
△

3
百
万
円
と
な
り
ま
す
。

こ
こ
ま
で
の
収
支
差
額
が
基
本

金
組
入
前
当
年
度
収
支
差
額
と
な
り

17
百
万
円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

基
本
金
組
入
額
は
、
4
億
57
百
万
円

と
な
り
ま
す
。

よ
っ
て
当
年
度
収
支
差
額
は
約
△

4
億
40
百
万
円
と
な
り
ま
す
。

次
に
、
そ
の
年
度
の
諸
活
動
に
対
応

す
る
す
べ
て
の
収
入
お
よ
び
支
出
に
よ

る
支
払
資
金
の
収
入
・
支
出
の
て
ん
末

を
明
ら
か
に
す
る
と
い
う
点
で
、
企
業

会
計
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
計
算
書
と

同
じ
目
的
を
も
っ
た
資
金
収
支
予
算
書

に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

資
金
収
入
は
平
成
30
年
度
分
の
納

付
金
の
平
成
29
年
度
中
受
入
額
で
あ
る

前
受
金
収
入
9
億
51
百
万
円
お
よ
び

平
成
28
年
度
か
ら
の
繰
越
支
払
資
金

46
億
94
百
万
円
を
含
ん
で
91
億
34
百
万

円
と
な
り
ま
す
。
資
金
支
出
は
今
年
度

よ
り
新
校
舎
建
設
資
金
と
し
て
の
借
入

金
15
億
円
の
返
済
が
始
ま
り
ま
す
。
同

利
息
も
合
わ
せ
る
と
今
年
度
返
済
額

は
85
百
万
円
と
な
り
、
資
金
支
出
計
は

50
億
97
百
万
円
と
な
り
ま
す
。
平
成
29

年
度
末
に
お
け
る
平
成
30
年
度
へ
の
繰

越
支
払
資
金
は
約
40
億
円
と
な
る
見
込

み
で
す
。

平
成
29
年
度
予
算
は
、
当
年
度
入
学

者
が
616
名
と
な
り
、
当
初
予
算
策
定
時

に
想
定
し
て
い
た
入
学
者
数
550
名
を
上

回
っ
た
こ
と
に
よ
り
、収
入
は
学
生
納
付

金
、支
出
は
人
件
費
等
に
つ
い
て
予
算
の

補
正
を
行
い
ま
し
た
。

学
校
法
人
の
経
営
状
態
を
把
握
す

る
た
め
に
、
企
業
会
計
で
の
損
益
計
算

書
に
ほ
ぼ
相
当
す
る
事
業
活
動
収
支

予
算
書
を
用
い
て
平
成
29
年
度
（
補
正

後
）と
平
成
28
年
度
を
比
較
し
な
が
ら

説
明
し
ま
す
。

平
成
29
年
度
の
教
育
活
動
収
入
計

は
、
学
部
学
生
数
増
に
よ
り
学
生
納

付
金
が
20
億
93
百
万
円
（
平
成
28
年

度
比
1
億
95
百
万
円
増
）と
増
加
す
る

た
め
24
億
30
百
万
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。
一
方
、
教
育
活
動
支
出
は
、
人
件

費
が
14
億
27
百
万
円
（
平
成
28
年
度

比
64
百
万
円
増
）、
教
育
研
究
経
費
計

は
7
億
98
百
万
円
（
平
成
28
年
度
比

37
百
万
円
増
、
要
因
は
校
舎
の
修
繕

費
）、
管
理
経
費
計
は
2
億
1
百
万
円

と
な
り
合
計
24
億
27
百
万
円
と
な
り

ま
す
。

教
育
活
動
外
収
支
を
合
わ
せ
た
経

常
収
支
差
額
は
51
百
万
円
と
な
り
ま
す
。

特
別
収
支
は
資
産
売
却
差
額
、
施
設

設
備
取
得
の
た
め
の
寄
付
金
、
資
産
処

Overview of budget

平
成
29
年
度
予
算
に
つ
い
て

教
育
活
動
収
支

教
育
活
動
外
収
支

特
別
収
支

5.

学
習
・
キ
ャ
リ
ア
支
援

○
資
格
取
得
に
よ
る
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援

を
目
的
と
し
、「
会
計
」「
ビ
ジ
ネ
ス
」「
情

報
」「
語
学
」「
人
間
教
育
」「
基
礎
学
力
」

「
教
職
」「
就
業
力
」「
社
会
・
労
働
保
険
」の

9
分
野
11
講
座
を
開
設
す
る
。

○
学
業
成
績
優
秀
者
奨
学
生
・
小
池
厚
之
助

賞
等
表
彰
奨
学
金
、
公
的
資
格
取
得
支

援
等
奨
学
金
の
授
与
。

○
学
内
選
抜
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
充
実

6.

図
書
館

○
高
千
穂
大
学
学
術
リ
ポ
ジ
ト
リ
の
公
開
。

7.

入
学
者
確
保

○
入
試
本
部
制
の
継
続
。

○
教
職
員
に
よ
る
高
校
訪
問
の
実
施
。

○
遠
隔
地
志
願
者
の
検
定
料
割
引
制
度
の

拡
充
。

○W
EB

出
願
の
継
続
実
施
。

〈
平
成
29
年
度
の
主
な
事
業
〉

1.

法
人
関
係

○
新
体
育
館
の
完
成
を
目
指
す
。

2.

学
部
関
係

○
平
成
29
年
度
以
後
入
学
者
を
対
象
に
経

営
学
部
経
営
学
科
に「
情
報
コ
ー
ス
」
を

設
置
す
る
。

○
新
入
生
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
実
施
。

○
学
士
力（
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ス
キ

ル
、
論
理
的
思
考
力
、
問
題
解
決
力
、
社

会
的
責
任
感
等
）向
上
へ
の
取
組
み

3.

大
学
院
教
育

○
授
業
評
価
ア
ン
ケ
ー
ト
の
春
・
秋
2
回
実

施
。

○
研
究
発
表
会
・
研
究
論
文
発
表
奨
励
・
学

会
発
表
奨
励
等
に
よ
る
指
導
の
充
実
。

4.

研
究
活
動

○
中
国
中
央
財
経
大
と
の
共
同
研
究
を
実

施
す
る
。

（参考）
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  高千穂の今が分かる   高千穂の今が分かる
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22
日
「
日
本
の
ホ
テ
ル
の
現
状
と
課
題
に
つ

い
て
」池
田
和
弘
氏
（
株
式
会
社
ホ
テ
ル
小
田

急
監
査
役
）、
29
日
「Zero H

unger

は
可
能

か
？
」2
0
3
0
年
に
向
け
て
国
際
社
会
の
挑

戦
」鈴
木
邦
夫
氏
（
特
定
非
営
利
活
動
法
人
国

際
連
合
世
界
食
糧
計
画
W
F
P
協
会 

理
事
・

事
務
局
長
）、
7
月
6
日
「
サ
ッ
ポ
ロ
一
番
の

秘
密
と
職
業
人
生
に
役
立
つ
学
び
」杉
村
壽
哉

氏
（
サ
ン
ヨ
ー
食
品
販
売
株
式
会
社
取
締
役
副

社
長
東
部
統
括
）。
お
問
い
合
わ
せ
は
教
務
課

ま
で
。

ユ
ー
モ
ア
を
学
術
的
に
研
究
し
て
い
る
小

向
ゼ
ミ
は
、「
パ
ン
ト
マ
イ
ム
か
ら
学
ぶ
サ
イ
レ

ン
ト
？
ユ
ー
モ
ア
」と
題
し
、
プ
ロ
の
パ
ン
ト

マ
イ
マ
ー
の
オ
リ
ー
ブ
さ
ん
と
モ
モ
カ
さ
ん

を
ゲ
ス
ト
に
お
迎
え
し
、

合
同
ゼ
ミ
講
座
を
開
催

し
ま
し
た
。
当
日
は
小

向
ゼ
ミ
の
学
生
に
よ
る

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
ゲ

ス
ト
と
参
加
学
生
と
の

交
流
企
画
、
ゲ
ス
ト
に

よ
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

を
披
露
頂
き
ま
し
た
。

5
月
27
日
・
第
48
回
体
育
祭
が
登
戸
総
合
グ

ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
天
候
に
恵
ま

れ
、
約
3
2
0
名
の
学
生
や
職
員
ら
が
参
加
し

ま
し
た
。
今
年
の
優
勝
は
排
球
部
、
2
位
は
学

友
会
、
3
位
は
ス
キ
ー
部
と
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
6
月
15
～
17
日
に
は
第
47
回
六
月
祭
を
開

催
。
6
月
15
日
は
団
結
式
と
看
板
審
査
、
16
日

は
ニ
ュ
ー
カ
レ
ッ
ジ
コ
ン
テ
ス
ト
＆
芸
術
祭
、

17
日
は
音
楽
祭
と
閉
会
式
を
行
い
ま
し
た
。
総

合
順
位
の
結
果
は
、1
位
が
美
術
部
、2
位
が
ダ

ン
ス
愛
好
会
、
3
位
が
簿
記
会
計
研
究
会
と
な

り
ま
し
た
。

●編集長 浅見 雅郁
●委　員 坂田 利康
 西原 正人

クォータリー高千穂設置場所：図書館
（1階）、3号館（1階）、4号館（1・2階）、情
報メディアセンター、CS（1・2・3・4階）

［クォータリー 高千穂］ 

●編集・印刷 orange corporation

Vol.63  2017/7  Summer 
特
集
に
も
役
員
の
コ
メ
ン
ト
が

掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
高
千

穂
祭
、
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
発
表
会
の

準
備
は
学
内
で
着
々
と
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
役
員
が
学
内
で
忙
し
く
作
業
を

し
て
い
る
様
子
を
見
る
と
当
日
ま
で
あ
と
わ

ず
か
と
感
じ
ま
す
。

　
高
千
穂
祭
で
は
現
在
今
年
度
の
H
P
を
準

備
中
で
す
。
H
P
で
は
コ
ン
サ
ー
ト
や
各
種

イ
ベ
ン
ト
情
報
を
発
信
し
て
い
き
ま
す
の
で

楽
し
み
に
し
て
い
て
く
だ
さ
い
。
高
千
穂
祭

公
式tw

itter

（@
takachihosai

）

　
ゼ
ミ
発
表
会
を
運
営
す
る
ゼ
ミ
連
は
、
現

在
、
新
入
役
員
を
募
集
中
で
す
。
ゼ
ミ
連
の

仕
事
は
と
て
も
堅
く
見
え
ま
す
が
、
学
生
た

ち
は
そ
の
仕
事
を
楽
し
み
な
が
ら
真
剣
に
準

備
を
し
て
い
ま
す
。
興
味
が
あ
る
方
は
ぜ
ひ

ゼ
ミ
連
室
ま
で
。
ゼ
ミ
連
公
式tw

itter

（@
tkch_zem

iren

）

編集
後記

体
育
祭
・
六
月
祭
を
開
催

人
間
科
学
部（
小
向
ゼ
ミ
）が
パ
ン
ト

マ
イ
マ
ー
を
外
部
講
師
と
し
て
招
聘

6月7日 5月27日/6月15日-17日

父
母
の
会
が
郷
土
企
画
を
実
施
し
ま
し
た
。

神
奈
川
県
支
部
は
鳩
サ
ブ
レ
ー
。
茨
城
県
支
部

は
サ
ラ
ダ
と
納
豆
味
ス
ナ
ッ
ク
。
千
葉
県
支
部

は
ぴ
ー
な
っ
つ
饅
頭
。
北
海
道
・
東
北
ブ
ロ
ッ
ク

支
部
は
佐
藤
錦
さ
く
ら
ん
ぼ
ジ
ュ
ー
ス
。
九
州

ブ
ロ
ッ
ク
は
九
州
ラ
ー
メ
ン
う
ま
か
っ
ち
ゃ
ん
。

栃
木
県
支
部
は
飛
山
の
里
福
祉
会
の
焼
菓
子
。

埼
玉
県
支
部
は
ね
ぎ
み
そ
煎
餅
を
配
布
し
ま
し

た
。
ご
参
加
頂
き
ま
し
た
父
母
の
皆
様
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

父
母
の
会
が

郷
土
企
画
を
実
施

4月20日/5月18・24日/6月9・16・29日/7月6日

こ
の
奨
学
金
は
前
提
条
件
と
な
る
資
格
を

有
し
て
い
る
学
生
が
よ
り
上
位
の
資
格
取
得
の

た
め
に
受
講
し
た
専
門
学
校
授
業
料
の
半
額
を

支
給
す
る
制
度
で
す
。
日
商
簿
記
1
級
を
目
指

し
て
い
る
学
生
2
名
が
平
成
29
年
度
春
学
期
奨

学
生
と
し
て
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
も
新
た
な
ス
タ
ッ
フ
が
加
わ
り
、
総

勢
7
名
で
活
動
を
開
始
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん

の
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
広
報
課
学
生
ス
タ
ッ
フ

が
取
材
・
撮
影
に
伺
い
、

そ
の
魅
力
を
大
学
の
外

部
へ
情
報
発
信
し
て
い

き
ま
す
！
広
報
課
学
生

ス
タ
ッ
フ
一
同
、
宜
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

広
報
課
学
生
ス
タ
ッ
フ
が

活
動
を
開
始

6月26日

平
成
29
年
東
京
新
大
学
野
球
連
盟
2
部
春

季
リ
ー
グ
戦
の
結
果
は
、
10
勝
0
敗
の
1
位
と

な
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
1
部
・
2
部
の
入
替

戦
と
な
り
、
高
千
穂
大
学
は
1
部
リ
ー
グ
で
最

下
位
の
駿
河
台
大
学
と
6
月
10
日
と
11
日
に
対

戦
し
ま
し
た
。
第
1
戦
目
が
0︲

4
で
駿
河
台

大
学
の
勝
利
。
第
2
戦
目
も
5︲

6
で
駿
河
台

大
学
の
勝
利
。
入
替

戦
の
結
果
、
0
勝
2

敗
で
高
千
穂
大
学
が

2
部
残
留
と
な
り
ま

し
た
。
秋
季
リ
ー
グ

も
引
き
続
き
、
応
援

を
宜
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

総
合
科
目
A
が
毎
週
水
曜
日
2
限
（
10
時

40
分
～
12
時
10
分
）に
開
催
。 

テ
ー
マ
は
﹃
心

理
学
・
脳
科
学
の
入
門
か
ら
発
展
ま
で
：
心
を

様
々
な
角
度
か
ら
眺
め
る
た
め
に
﹄。
担
当
教

員
は
人
間
科
学
部
・
上
野
泰
治
准
教
授
で
し
た
。 

開
催
内
容
は
以
下
の
通
り
で
す
。
4
月
19
日

「
マ
イ
ン
ド
ワ
ン
ダ
リ
ン
グ
：
つ
い
つ
い
別
の

こ
と
を
考
え
て
し
ま
う
の
は
な
ぜ
？
」梶
村
昇

吾
氏
（
玉
川
大
学 

日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究

員
S
P
D
）、
26
日
「
錯
視
：
見
る
こ
と
か
ら
探

る
こ
こ
ろ
の
不
思
議
」市
川
寛
子
氏
（
東
京
理
科

硬
式
野
球
部

2
部
リ
ー
グ
残
留
決
定

6月10・11日

大
学
講
師
）、
5
月
10
日
「
動
物
の
心
：
ヒ
ト
と

動
物
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」大
北
碧
氏
（
専

修
大
学 

日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
P
D
）、

17
日
「
心
の
文
化
差
：
東
洋
の
見
方
と
西
洋

の
見
方
」中
村
紘
子
氏
（
愛
知
淑
徳
大
学
助
教
）、

24
日
「
記
憶
と
心
の
健
康
：
嫌
な
こ
と
を
忘

れ
、大
事
な
こ
と
を
覚
え
る
方
法
」小
林
正
法
氏

（
関
西
学
院
大
学
特
任
研
究
員
）、
31
日
「
脳
科

学
：
脳
の
研
究
方
法
と
は
？
」石
橋
遼
氏
（
英
国

マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
大
学 JSPS Postdoctoral 

Fellow
 for R

esearch A
broad

）、
6
月
7

日
「
心
理
物
理
学
：
ヒ
ト
は
ど
う
や
っ
て
見
て

い
る
の
か
」林
大
輔
氏
（
東
京
大
学
特
任
研
究

員
）、
14
日
「
脳
と
記
憶
：
脳
は
ど
う
や
っ
て
覚

え
て
い
る
の
か
」真
田
原
行
氏
（
関
西
学
院
大

学
特
任
研
究
員
）、
21
日
「
記
憶
と
そ
の
応
用
：

「
ち
ょ
っ
と
覚
え
て
お
く
」こ
と
の
重
要
性
」田

邊
亜
澄
氏
（
追
手
門
学
院
大
学
助
教
）、
28
日

「
表
情
と
視
線
が
伝
え
る
も
の
と
は
？
：
臨
床

心
理
学
の
観
点
か
ら
」石
川
健
太
氏
（
専
修
大

学
特
別
研
究
員
）、
7
月
5
日
「
感
情
：
社
会
心

理
学
の
視
点
か
ら
」福
田
哲
也
氏
（
上
智
大
学

特
別
研
究
員
）、
12
日
「
虚
記
憶
：
記
憶
の
間
違

い
は
な
ぜ
起
こ
る
？
」川
崎
弥
生
氏
（
専
修
大
学

日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
R
P
D
）。
お

問
い
合
わ
せ
は
教
務
課
ま
で
。

一
般
社
団
法
人
新
日
本
ス
ー
パ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
協
会
（
第
10
回
寄
附
講
座
）の
経
営
学

特
別
講
義
を
毎
週
木
曜
日
2
限
（
10
時
40
分

～
12
時
10
分
）に
開
催
。
担
当
教
員
は
高
千
穂

学
園
理
事
長
・
経
営
学
部
藤
井
耐
教
授
で
し
た
。

開
催
内
容
は
以
下
の
通
り
で
す
。
4
月
27
日

「
南
米
の
優
等
生 

チ
リ
」村
上
秀
德
氏
（
一
般

財
団
法
人
食
品
産
業
セ
ン
タ
ー
理
事
長
）、
5

月
11
日
「
新
聞
社
は
激
烈
ネ
ッ
ト
時
代
を
生
き

残
れ
る
か
？
」鳥
居
洋
介
氏
（
株
式
会
社
産
経

デ
ジ
タ
ル
代
表
取
締
役
社
長
C
E
O
）、
18
日

「
多
様
化
す
る
お
客
さ
ま
の
価
値
観
変
化
に
対

応
す
る
P
B
戦
略
」森
常
之
氏
（
イ
オ
ン
ト
ッ

プ
バ
リ
ュ
株
式
会
社
M
D
戦
略
本
部
本
部
長
）、

25
日
「
企
業
も
ひ
と
り
の
地
球
市
民
…
リ
コ
ー

の
環
境
保
全
と
事
業
成
長
を
同
時
実
現
す
る

「
環
境
経
営
」」坂
主
智
弘
氏
（
リ
コ
ー
ジ
ャ
パ

ン
株
式
会
社
専
務
執
行
役
員
販
売
事
業
本
部

長
兼
首
都
圏
地
域
担
当
）、6
月
1
日
「
今
後
の

企
業
経
営
を
考
え
る
」新
井
良
亮
氏
（
株
式
会

社
ル
ミ
ネ
代
表
取
締
役
社
長
）、8
日
「
日
本
の

コ
カ
・
コ
ー
ラ
ビ
ジ
ネ
ス
に
つ
い
て
」遠
藤
康

太
郎
氏
（
コ
カ
・
コ
ー
ラ
イ
ー
ス
ト
ジ
ャ
パ
ン

株
式
会
社
常
務
執
行
役
員 

営
業
本
部
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
＆
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

統
括
部
統
括
部
長
）、
15
日
「E

xperience of 

C
anadian com

panies adapting to the 

Japanese m
arketplace

カ
ナ
ダ
企
業
の
日

本
市
場
へ
の
適
応
経
験
に
つ
い
て
」キ
ャ
ラ
＝

リ
ー
・
ゲ
リ
ッ
ツ
氏
（
カ
ナ
ダ
大
使
館
参
事
官
）、

平
成
29
年
度
春
学
期

『
経
営
学
特
別
講
義
』を
開
催

4月-7月

TAKACHIHO TAKACHIHO

大学の最新情報が分かる！
公式アカウントをフォローしよう！！

高千穂大学ソーシャルメディア
公式アカウント

表紙の人

（写真：左）
商学部　マーケティングコース　3年
東京都立葛飾総合高等学校出身
新津ゼミ

前田 幸

（写真：右上）
商学部　マーケティングコース　4年
東京都私立中央学院大学中央高等学校出身
新津ゼミ、学友会本部、高千穂祭実行委員会

土信田 幸太

（写真：右下）
商学部　マーケティングコース　4年
神奈川県私立横浜商科大学高等学校出身
新津ゼミ、高千穂祭実行委員会

長山 水久

アリーナ棟建設レポート

６月下旬に第３期工事の上棟をし、
９月末の完成に向け仕上げ等の工
事をしています。川田先生の胸像
がある天園の整備、旧体育館跡地を
広場へ、正門から新体育館への構内
路の舗装を行い工事は完了します。

6月7日 林大輔氏（東京大学特任
研究員）「心理物理学：ヒトはど
うやって見ているのか」の講演

6月1日 新井良亮氏（株式会
社ルミネ代表取締役社長）

「今後の企業経営を考える」
の講演

平
成
29
年
度
春
学
期

『
総
合
科
目
A
』を
開
催

4月-7月

公
的
資
格
取
得
支
援

奨
学
生
を
認
定

6月20日
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